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１．研究計画の概要 
 最近になって解明されてきた、マイクロ波
特有の加熱現象を高度に利用して、その学理
を検討した上で、材料プロセッシングや廃棄
物処理等の環境技術屁の応用を開発する。 
 
２．研究の進捗状況 
 マイクロ波照射装置に関しては、ほぼ設備
が完了した。これらを用いて、積極的な基礎
/応用研究を行っている。これらの状況に関し
て、以下詳説する 
。 
(1)金属生産過程で発生する廃棄物の処理：
鉄鋼スラグのような複合酸化物内において
は、MWを吸収し加熱されやすい酸化物が含ま
れている。これを選択加熱・肥大化後、破砕
分離を行うため、結晶相の優先加熱条件と肥
大化の関係を調べた。これにより含Ti鉄鋼ス
ラグの破砕を容易にする可能性を見出した。
また酸洗スラッジなど水和化合物の処理へ
の新規適用を行なった。これの方法により、
有効な脱水の手法を開発し、有価金属含有物
のリサイクルの前処理工程を検討した。 
     
(2)都市ゴミ焼却灰の溶融固化処理：MWの電
場による低温度域の誘電加熱昇温により電
気伝導度を増加させた上で、MWの磁場を利用
して誘導加熱溶融を行う。この電磁場複合プ
ロセスによる焼却灰、飛灰の溶融固化(減容、
有害元素固定化)の高効率化を実現化する。
この目的でソーダ石灰ガラスへの金属粉末
添加によるマイクロ波加熱挙動に関し詳細
な知見が得られた。 
 
 

(3)適切な周波数利用、マイクロ波電
場•磁場の適切利用による金属•セラミック
ス材料の高品位高効率プロセス化： 
 マイクロ波は迅速なセラミック焼結、材料
合成や結晶化が可能である。本研究では、微
視的非熱平衡、及び特殊反応性を利用して、
特殊な微細組織を有する新規機能材料作製
や表面処理法を開発する。たとえば、金属薄
膜のマイクロ波磁場を利用した加熱処理を
行うと加熱効率が高い事を見出し、ゾルゲル
法で作成した PZTを含む多層膜における金属
膜の加熱により迅速に PZTを結晶化する事に
成功した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 新規マイクロ波加熱法の基礎と応用に関
しては、研究が進んでおり学術論文の発行や
特許出願に至っており、ある程度達成できて
いるが、種々の加熱処理に対する最適周波数
の選択とその検討に関しては、残された期間
において更に検討を進めて行く必要が有る
と考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 代表者の研究室で設備した装置以外は、他
の分担研究者や公募研究者などと連携の上
で当初目的を達成するように考えている。 
 また、本補助金で行った研究成果を基に実
用化を図るための次のステップを検討して
いる。 
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